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２
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▲

国勢調査のよくある質問

国勢調査国勢調査の回答をの回答を
お願いしますお願いします

回答はかんたん便利な回答はかんたん便利なインターネットインターネットで！で！

●回答は、できる限りインターネットまたは郵送でお願いします。

●９月下旬ごろから、調査員が皆さまのお宅を訪問し、調査書類をお配りします。

●男女の別、出生の年月、配偶者の有無、就業状態、従業地または通学地など人に関する事

　項や、世帯員の数、住居の種類など世帯に関する事項を調査します。

●国勢調査の結果は、国や地方公共団体の社会福祉、雇用、環境整備、災害対策などをはじめ、

　あらゆる施策の基礎データとして利用されます。また、民間企業などにおいても、さまざ

　まな場面で幅広く活用され、わたしたちの生活の身近なところにも役立てられます。

　令和７年９月 20 日（土）から 10 月８日（水）にかけて、

５年に１度の国勢調査が行われます。

　国勢調査は、令和７年 10 月１日（水）現在、国籍や年齢に

関係なく、日本に住んでいる全ての人と世帯が対象です。

インターネット回答期間 調査票 （紙） での回答期間

9/20　-10/89/20　-10/8
　  （土）　　　　　　　　　 （水）（土）　　　　　　　　　 （水）

10/1　-10/810/1　-10/8
　（水）　　　　　　　　　  （水）（水）　　　　　　　　　  （水）

　Ｑ１　国勢調査は必ず回答しなければならないのですか？

　　国勢調査は、各種の行政施策や数多くの企業などで幅広く活用される国の最も重要な調査で

　す。皆さまから正確な回答をいただけない場合、統計が不正確なものになってしまいます。こ

　のため、法律で回答の義務が定められています。

　Ｑ２　個人情報は守られますか？

　　国勢調査は、統計法により個人情報保護が定められています。また、国勢調査の従事者には、

　統計法による守秘義務が課せられています。調査票は、外部に漏れないよう厳重に管理し、集

　計完了後には完全に溶かしてしまうなど、個人情報の保護には万全を期しています。

国勢調査については、「国勢調査２０２５キャンペーンサイト」をご覧ください。

ｈｔｔｐｓ：// ｗｗｗ．ｋｏｋｕｓｅｉ２０２５．ｇｏ．ｊｐ /

！！
注意

国勢調査と称して世帯の家族構成や氏名を尋ねる不審な電話や訪問にご注意

ください。不審に思った場合は、即答せず、企画観光課までご連絡ください。

【問合せ】企画観光課（４２）３９６４
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角
の
花
コ
ン
ク
ー
ル

角
の
花
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

　
　
　

団
体
だ
け
で
な
く
、
個

　
　
　

人
や
事
業
所
の
花
壇
、

プ
ラ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
評
価

す
る
機
会
を
設
け
、
花
い
っ
ぱ

い
運
動
の
さ
ら
な
る
推
進
を
図

る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

第
48
回
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
・
第
33
回
街
角
の
花
コ
ン
ク
ー
ル

　

 
 
 
 

壇
コ
ン
ク
ー
ル

壇
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
花

　
　
　

い
っ
ぱ
い
運
動
の
推
進

　
　
　

や
住
民
の
手
に
よ
る
ふ

る
さ
と
づ
く
り
の
推
進
、
花
壇

づ
く
り
を
通
し
て
の
地
域
づ
く

り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
て
、

今
年
で
48
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

審
査
は
８
月
８
日
に
行
わ

れ
、
町
長
を
は
じ
め
、
松
崎
町

花
の
会
会
長
、
グ
リ
ー
ン
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
、
県
伊
豆
農
業
研
究

セ
ン
タ
ー
研
究
員
、
賀
茂
農
林

事
務
所
地
域
振
興
課
職
員
、
有
識

者
の
６
人
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
員
は
、
応
募
の
あ
っ
た

７
団
体
の
花
壇
を
１
日
か
け
て

回
り
、
取
組
度
、
努
力
度
、
創

意
工
夫
度
、
技
術
度
の
４
項
目

を
採
点
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
雨
が
少
な
く
厳
し
い

暑
さ
が
続
き
、
花
壇
管
理
が
難

し
い
状
況
で
し
た
が
、
花
は
き

れ
い
に
咲
い
て
い
て
、
各
団
体

の
努
力
が
現
れ
て
い
ま
し
た
。

花花

【
最
優
秀
賞
】

　

松
尾
区
（
松
尾
）

【
優
秀
賞
】

　

松
崎
町
花
の
会
（
建
久
寺
）

　

桜
田
・
フ
ラ
ワ
ー
メ
イ
ツ

　

（
桜
田
）

【
努
力
賞
】

　

花
の
親
睦
会
（
小
杉
原
）

　

花
の
有
志
の
会
（
雲
見
）

　

船
田
寿
会
（
船
田
）

　

南
郷
楽
寿
花
の
会
（
南
郷
）

 

審　

査　

結　

果▲審査の様子

▲優秀賞　山崎　真由美（江奈）

▲優秀賞　松崎町花の会（建久寺） ▲最優秀賞　松尾区（松尾）

▲努力賞　花の親睦会（小杉原） ▲優秀賞　桜田・フラワーメイツ（桜田）

街街

 

審　

査　

結　

果

【
最
優
秀
賞
】

　

該
当
な
し

【
優
秀
賞
】

　

山
崎　

真
由
美
（
江
奈
）

【
努
力
賞
】

　

松
原　

ま
り
子
（
宮
内
）

　

松
崎
中
学
校
（
江
奈
）

　

松
崎
小
学
校
（
宮
内
）

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４
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～
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
の
方
～

　

令
和
７
年
10
月
１
日
（
水
）
か
ら

　

２
割
負
担
の
配
慮
措
置
が
終
了
し
ま
す

　

令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
て
い
た
配
慮
措
置
（
※
）

に
つ
い
て
、
令
和
７
年
９
月
30

日
（
火
）
を
も
っ
て
、
終
了
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
問
い
合
わ
せ
窓
口
と

し
て
、
厚
生
労
働
省
が
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
１
カ
月
の
外
来
医
療
の
窓
口

　

負
担
割
合
の
引
き
上
げ
に
伴

　

う
負
担
増
加
額
を
３
０
０
０

　

円
ま
で
に
抑
え
る
こ
と
が
で

　

き
る
配
慮
措
置(

表
④
）

後
期
高
齢
者
医
療
の
制
度
改

後
期
高
齢
者
医
療
の
制
度
改

正
に
係
る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

正
に
係
る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

【
設
置
期
間
】

　

令
和
８
年
３
月
31
日
（
火
）
ま
で

※
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

　

を
除
く

【
対
応
時
間
】

　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

は
、
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
や

そ
の
他
の
所
得
が
一
定
基
準
額

以
下
の
年
金
受
給
者
の
生
活
を

支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上

乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で

す
。

対
象
者

対
象
者

　

老
齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年

金
を
受
給
し
て
い
る
方
で
、
令

和
７
年
度
に
お
い
て
所
得
額
な

ど
、
次
の
支
給
要
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
方
が
対
象
に
な

り
ま
す
。

▼
老
齢
基
礎
年
金
受
給
者

・
65
歳
以
上

・
世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税

・
前
年
の
公
的
年
金
な
ど
の
収

　

入
額
と
そ
の
他
の
所
得
額
と

　

の
合
計
額
が
、
昭
和
31
年
４

　

月
２
日
以
後
に
生
ま
れ
た
方

　

は
78
万
９
３
０
０
円
以
下
、

　

昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
に

　

生
ま
れ
た
方
は
78
万
７
７
０

　

０
円
以
下

【
電
話
番
号
】

　

０
１
２
０
（
１
１
７
）
５
７
１

　

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

R ７．９． 30 まで R ７． 10． １から

窓口負担割合１割のとき① 　　５，０００円 　　５，０００円

窓口負担割合２割のとき② 　１０，０００円 　１０，０００円

負担増③ （②ー①） 　　５，０００円 　　５，０００円

窓口負担増の上限④ 　　３，０００円 　１８，０００円

払い戻し額 　　２，０００円 ー

実質負担額 　　８，０００円 　１０，０００円

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課(

４
２)

３
９
６
６

＜１カ月の医療費全体額が５０，０００円の場合＞

  

年
金
生
活
者

年
金
生
活
者

  

支
援
給
付
金
制
度

支
援
給
付
金
制
度

※
昭
和
31
年
４
月
２
日
以
後
に

　

生
ま
れ
た
方
で
、
78
万
９
３

　

０
０
円
を
超
え
、
88
万
９
３

　

０
０
円
以
下
で
あ
る
方
、
昭

　

和
31
年
４
月
１
日
以
前
に
生

　

ま
れ
た
方
で
、
78
万
７
７
０

　

０
円
を
超
え
、
88
万
７
７
０

　

０
円
以
下
で
あ
る
方
に
は
、

　

「
補
足
的
老
齢
年
金
生
活
者
支

　

援
給
付
金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
障
害
基
礎
年
金
受
給
者
ま
た
は

　

遺
族
基
礎
年
金
受
給
者

・�

前
年
の
所
得
が
４
７
２
万
１

０
０
０
円
以
下

請
求
方
法

請
求
方
法

▼
新
た
に
対
象
と
な
る
方

　

令
和
７
年
９
月
ご
ろ
か
ら
順

次
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
年
金

生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書

（
は
が
き
型
）
が
送
付
さ
れ
る

予
定
で
す
。
必
要
事
項
を
明
記

の
上
、
日
本
年
金
機
構
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
（
０
５
）
４
０
９
２

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

下
田
公
証
役
場
の

下
田
公
証
役
場
の

閉
鎖
に
つ
い
て

閉
鎖
に
つ
い
て

　

下
田
公
証
役
場
は
、
令
和
７

年
９
月
30
日
（
火
）
を
も
っ
て
閉
鎖

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

下
田
公
証
役
場
で
取
り
扱
っ

た
公
正
証
書
、
定
款
な
ど
は
、

熱
海
公
証
役
場
に
引
き
継
ぎ
、

令
和
７
年
10
月
１
日
（
水
）
以

降
、
熱
海
公
証
役
場
に
お
い
て
取

り
扱
う
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、

謄
本
な
ど
の
請
求
に
つ
い
て
は
、

熱
海
公
証
役
場
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
新
た
に
公
証
サ
ー
ビ

ス
を
ご
利
用
さ
れ
る
場
合
に

は
、
原
則
と
し
て
、
静
岡
県
内

の
最
寄
り
の
公
証
役
場
（
熱
海

公
証
役
場
や
沼
津
公
証
人
合
同
役

場
な
ど
）
の
ご
利
用
が
可
能
で
す
。

　

確
定
日
付
の
付
与
に
関
す
る

事
務
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

静
岡
地
方
法
務
局
下
田
支
局
で

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

静
岡
地
方
法
務
局
総
務
課

０
５
４
（
２
５
４
）
３
５
５
５

（
音
声
案
内
５
番
）



松崎高校広報～西豆と共に～

松高移動美術館　

　６月 17 日から 30 日までの２週間、「松高移動美術館」

が松崎中学校で開催されました。本企画は中高連携事業

の一環として行われ、美術コースおよび美術部の生徒が

制作した作品を巡回展示する形で実施されました。双獅

祭のポスター原画や県展で特選を受賞した 50号の油絵、

海岸で拾った流木を使った彫刻など、多彩な作品が並び

ました。来場した中学生は、先輩たちの力作をじっくり

鑑賞し、美術の魅力を感じていました。

　６月６日と７日に、松崎高校の文化祭「双獅祭」が開

催されました。今年度のテーマは「青春謳歌」。今とい

う瞬間を仲間とともに全力で楽しみ、輝かせる姿が校内

にあふれました。伝統の「ビッグパネル」では、「助六」

を題材に、着物の細部にまでこだわった力作が披露さ

れ、多くの来場者の目を引きました。また、地域の飲食

店を誘致するなど、新たな取り組みも実施され、地域と

ともに盛り上がる文化祭となりました。

双獅祭～“青春謳歌”～　

　６月 20 日、全学年を対象に就職ガイダンスを実施し

ました。地元企業の方々を講師としてお迎えし、それぞ

れの仕事内容ややりがい、求められる人物像などについ

てお話を伺いました。地元にも将来性や魅力を持つ企

業があることを知る貴重な機会となり、生徒からは「挑

戦する姿勢や楽しむ気持ちを大切に、将来に向けて考え

ていきたい」といった前向きな感想が寄せられました。

就職ガイダンス

5

【問合せ】　松崎高校（４２）０１３１

夏季球技大会

　７月 16 日、夏季球技大会が開催されました。当日は

雨天のため、予定されていた種目から変更となり、男女

バレーボール、男女バドミントン、ボッチャの競技が行

われました。ボッチャでは、伊豆松崎分校の生徒ととも

に競技を楽しみながら、交流と親睦を深めました。ス

ポーツを通して、勝敗や学年、校種の垣根を越え、フェ

アプレーの精神を大切に、お互いを尊重し合いながら、

笑顔あふれる素晴らしいひとときを共有しました。
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姉

妹

都

市

と

の

交

流

　

百
年
記
念
館
で
は
、
開
拓
に

ま
つ
わ
る
歴
史
や
当
時
の
生
活

の
様
子
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も

に
、
勉
三
翁
が
開
拓
に
か
け
た

不
撓
不
屈
の
精
神
や
帯
広
の
大

地
に
残
し
た
偉
大
な
功
績
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
帯
広
市
役
所
へ
の
表

敬
訪
問
や
松
崎
の
商
店
街
と
姉

妹
提
携
し
て
い
る
電
信
通
り
商

店
街
へ
の
訪
問
の
他
、
ア
イ
ス

ス
ケ
ー
ト
と
い
っ
た
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
帯
広
市
の
児
童

宅
で
の
ミ
ニ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な

ど
を
通
し
て
、
帯
広
市
の
皆
さ

　

髙
橋
智
子
松
崎
小
学
校
長
を

団
長
と
し
た
松
崎
小
学
校
６
年

生
ら
14
人
が
、
７
月
28
日
か
ら

30
日
ま
で
の
３
日
間
、
帯
広
市

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

目
的
は
、
松
崎
町
の
偉
人
で

あ
り
、
帯
広
開
拓
に
尽
力
し
た

依
田
勉
三
翁
の
足
跡
や
精
神
を

学
ぶ
と
と
も
に
、
帯
広
市
の
皆

さ
ま
や
子
ど
も
た
ち
と
直
接
交

流
す
る
こ
と
で
、
開
拓
姉
妹
都

市
と
し
て
の
絆
を
深
め
、
松
崎

と
は
異
な
る
歴
史
や
文
化
を
学

ぶ
こ
と
で
す
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会(

４
２)

３
９
７
１

松
崎
か
ら
帯
広
へ

松
崎
か
ら
帯
広
へ

ま
や
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
他
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
や

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り
、
十
勝

産
の
小
麦
粉
を
使
っ
た
ピ
ザ
作

り
な
ど
の
帯
広
な
ら
で
は
の
体

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
有
意

義
な
３
日
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

帯
広
市
子
供
親
善
訪
問
団
の

小
学
生
ら
11
人
が
、
８
月
６
日

か
ら
８
日
ま
で
の
３
日
間
の
日

程
で
松
崎
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
伊
豆
の
長
八
美
術

館
で
光
る
泥
だ
ん
ご
の
ス
ト

ラ
ッ
プ
作
り
を
体
験
し
た
後
、

帯
広
市
を
訪
問
し
た
松
崎
の
子

ど
も
た
ち
と
の
夕
食
や
花
火
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
午
前
は
、
役
場
を

表
敬
訪
問
し
た
後
、
依
田
勉
三

翁
ゆ
か
り
の
三
余
塾
資
料
館
と

旧
依
田
邸
を
訪
れ
、
勉
三
翁
の

お
墓
も
お
参
り
し
ま
し
た
。
午

後
は
、
松
崎
の
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
、
岩
地
海
岸
で
の
海
水

浴
や
ス
イ
カ
割
り
で
伊
豆
の
海

を
満
喫
し
、
夜
は
ミ
ニ
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
行
っ
て
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
重
文
岩
科
学
校

な
ど
を
見
学
し
、
松
崎
の
歴
史
、

文
化
、
自
然
を
全
身
で
感
じ
る

充
実
し
た
３
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

▲とかち帯広空港到着

▲百年記念館見学

▲電信通り商店街▲ピザ作り体験

▲夕食後の記念写真

▲岩地海岸での海水浴 ▲三余塾資料館見学

帯
広
か
ら
松
崎
へ

帯
広
か
ら
松
崎
へ
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姉

妹

都

市

通

信

姉

妹

都

市

通

信

  
姉

妹

都

市

通

信

姉

妹

都

市

通

信

  
　

富
士
宮
ま
つ
り
は
、
世
界

遺
産
富
士
山
の
構
成
資
産
で

あ
る
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社

周
辺
で
行
わ
れ
る
富
士
宮
市

を
代
表
す
る
祭
り
で
す
。

　

氏
子
が
山
車
・
屋
台
を
引

き
回
し
、
静
岡
県
指
定
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
「
富
士
宮
囃
子
」
と
と

も
に
、
手
踊
り
な
ど
を
行
い
、

富
士
山
の
恵
み
に
よ
る
収
穫

の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
す
。

　

祭
り
期
間
中
、
市
街
地
を

富
士
宮
市
か
ら

「
富
士
宮
ま
つ
り
」

運
行
す
る
山
車
・
屋
台
が
各

所
で
繰
り
広
げ
る
競
り
合
い

は
大
変
迫
力
が
あ
り
ま
す
。

　

祭
り
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
本ほ

ん
み
や宮

は
、
浅
間
大
社

前
に
20
台
の
山
車
・
屋
台
が

勢
揃
い
し
、
一
斉
囃
子
が
披

露
さ
れ
る
な
ど
、
大
変
盛
り

上
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
山
車
・
屋
台
の

拠
点
と
な
る
会
所
を
訪
れ
る

と
地
酒
が
振
る
舞
わ
れ
る
マ

イ
枡
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

　

日
程
は
11
月
３
日
（
月
）

か
ら
11
月
５
日
（
水
）
ま
で
、

時
間
は
各
日
午
前
９
時
か
ら

午
後
９
時
ま
で
、
本
記
事
で

ご
紹
介
し
た
本
宮
は
、
11
月

４
日
（
火
）
午
後
４
時
か
ら
、

会
場
は
富
士
山
本
宮
浅
間
大

社
（
富
士
宮
市
宮
町
１
―
１
、

こ
こ
ず
ら
よ
前
）
周
辺
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
マ
イ
枡
を
持
っ
て
、

富
士
宮
ま
つ
り
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

▲本宮の様子

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
レ
ポ
ー
ト

松
谷　
あ
け
み

　

協
力
隊
３
年
間
の
任
期
が

い
よ
い
よ
終
わ
り
ま
す
。
松

崎
町
の
皆
さ
ま
、
本
当
に
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
大
変
お
世

話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

活
動
中
、
大
規
模
な
マ
ル

シ
ェ
の
運
営
と
い
う
思
い
が

け
な
い
機
会
を
頂
い
た
こ
と

は
、
本
当
に
か
け
が
え
の
な

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
町

の
多
く
の
方
々
と
出
会
い
、

温
か
い
ご
指
導
や
ご
支
援
を

賜
り
、
同
期
の
協
力
隊
た
ち

と
も
手
探
り
な
が
ら
と
も
に

マ
ル
シ
ェ
を
実
現
さ
せ
た
経

験
。
す
べ
て
の
プ
ロ
セ
ス
は

忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
貴

重
な
も
の
で
し
た
。

　

ハ
ワ
イ
帰
り
の
私
が
「
協

力
隊
と
し
て
何
が
で
き
る
だ

ろ
う
？
」
と
考
え
た
と
き
、

地
域
の
魅
力
を
発
信
し
、
地

域
を
超
え
た
交
流
、
地
域
経

Vol.35

済
を
活
性
化
さ
せ
る
グ
リ
ー

ン
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
浮
か
び

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
地
方

だ
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
る
、

新
し
い
経
済
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
、
新
し
い
価
値
が
生
ま

れ
、
世
界
に
発
信
さ
れ
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　

今
後
も
松
崎
で
、
観
光
振

興
や
地
域
社
会
を
つ
な
ぐ
活

動
を
中
心
に
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。▲第２回まつざきオハナ・マルシェ

　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

東
部
で
は
、
暮
ら
し
の
中
の
悩

み
事
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
で
起
こ
る
ト
ラ
ブ

ル
や
悩
み
事
、
困
っ
た
こ
と
な

ど
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い

の
か
分
か
ら
な
い
と
き
は
、「
暮

ら
し
な
ん
で
も
相
談
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

悩
み
事
を
一
緒
に
考
え
、
専

門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く

れ
る
と
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。

【
相
談
時
間
】

平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※�

相
談
お
よ
び
取
り
次
ぎ
は
原

則
無
料
で
す
が
、
専
門
家
に

相
談
す
る
場
合
は
別
途
料
金

が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

【
問
合
せ
】

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

東
部
事
務
所

０
５
５
（
９
２
２
）
３
７
１
５

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談
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まつざき健
けんこう

幸レシピ　No.61食遊会レシピ

豚肉のソテー～ラタトゥイユソース添え～

－ここがポイント－

★野菜のうまみで豚肉もおいしくいただけます。

エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 食塩相当量

１９５kcal 19. ９g ５. ９g 17. ７g １. １g

（１食当たり）

－　材料（４人分）－ －　作り方　－

①トマトはざく切りにする。他の材料は１～２㌢

　角のさいころ状にし、ニンニクはみじん切り

　にする。

②鍋にオリーブオイルとニンニクを入れ、香り

　が出るまで火にかける。

③②にタマネギを入れてしんなりするまで炒める。

④③にトマト以外の野菜を加えてさっと炒める。

⑤④にトマトと塩を加えて 10 分程度トマトの

　水分を飛ばすように煮込む。

⑥豚肉に塩、こしょう、片栗粉をまぶす。

⑦⑥をフライパンで両面火が通るまで、じっく

　り焼く。

⑧⑦の豚肉に⑤を盛り付ける。

【問合せ】　健康福祉課（４２）３９６６

町町  

長長  

ココ  

ララ  

ムム  

　　
第第
4 54 5
回回

死
生
観
に
つ
い
て

死
生
観
に
つ
い
て

松
崎
町
長
　
深
澤
　
準
弥

松
崎
町
長
　
深
澤
　
準
弥

　

最
愛
の
家
族
、
お
世
話
に

な
っ
た
恩
人
、
仲
が
良
か
っ

た
友
人
な
ど
、
つ
ら
い
別
れ

を
経
験
さ
れ
た
方
が
増
え
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
自

分
の
年
齢
を
考
え
る
と
相
応

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自

分
も
母
を
４
年
前
に
亡
く
し

ま
し
た
。
自
宅
で
看
取
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
幸
せ
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
目

の
前
で
人
の
命
の
と
も
し
び

が
消
え
ゆ
く
の
は
何
度
経
験

し
て
も
つ
ら
く
悲
し
い
も
の

で
す
。
そ
の
よ
う
な
経
験
か

ら
、
死
生
観
を
改
め
て
考
え

て
み
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

「
死
生
観
」
と
は
、
生
き
る

こ
と
と
死
ぬ
こ
と
に
対
す
る

考
え
方
、
ま
た
は
判
断
や
行

動
の
基
盤
と
な
る
生
死
に
関

す
る
考
え
方
の
こ
と
で
す
。

　

か
つ
て
は
、
死
を
タ
ブ
ー

視
す
る
よ
う
な
考
え
が
一
般

的
で
し
た
。
し
か
し
近
年
で

は
、「
終
活
」
な
ど
「
人
生
の

終
わ
り
を
ど
の
よ
う
な
形
で

迎
え
た
い
か
」
に
つ
い
て
考

え
、
準
備
す
る
こ
と
は
、
決

し
て
後
ろ
向
き
な
行
動
で
は

な
く
、
「
今
を
ど
う
生
き
る

か
」
に
つ
な
が
る
前
向
き
な

行
動
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
た
だ
、

前
述
の
親
愛
な
る
人
と
の
別

れ
や
喪
失
感
に
は
、
寄
り
添

い
、
支
え
合
え
る
環
境
が
必

要
で
す
。
松
崎
町
が
掲
げ
る

「
コ
ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン

松
崎
」
で
は
、
ま
さ
に
そ
の

環
境
を
整
備
し
、
「
こ
こ
で

は
誇
り
高
く
穏
や
か
に
豊
か

に
生
き
ら
れ
る
」
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

豚ロース肉・・・・・３２０ｇ（４枚）

塩・・・・・・・・・・小さじ１／４強

こしょう・・・・・・・・・・・・少々

片栗粉・・・・・・大さじ１と小さじ１

オリーブオイル・・・・・・・小さじ２

○ラタトゥイユソース

トマト（M サイズ）・・４００ｇ（２個）

タマネギ・・・・１２０ｇ（１／２個）

ナス・・・・・・・・80 ｇ（１／２本）

ピーマン・・・・・・・・40 ｇ（１個）

コーン・・・・・・20 ｇ（大さじ１強）

ニンニク・・・・・・・・・・・１かけ

オリーブオイル・・・・・・・小さじ１

塩・・・・・・・・・・小さじ１／３強



 My Town Topics～まちのできごと～

　７月 21日、雲見海水浴場で雲見温泉サザエ狩りが
行われ、約８００人の方が訪れました。
　漁船などから波打ち際におよそ２５０㌔、約３，０００
個のサザエがまかれ、参加者は、子ども・大人の部
に分かれて、スタートの合図とともに一斉に海に入っ
てサザエを探していました。
　子どもたちは「いっぱい取れた！」「またやりた
い！」とサザエ狩りを楽しんでいました。

雲見温泉サザエ狩り

　８月３日、かどの球場で「第 49 回オール伊豆少
年野球学童部大会」の決勝戦が行われ、松崎野球ス
ポーツ少年団が河津ジャガーズに６－０で勝利し、
16年ぶり２度目の優勝を果たしました。
　松崎野球スポーツ少年団は、初回に３点を先制す
ると、２回に１点、５回に２点を追加し、堅実な守
備で河津ジャガーズを３安打に抑え、完封勝利を収
めました。

　８月２日、飛鳥Ⅱが松崎旧港に初寄港しました。
　港では静岡県や松崎町の関係者などが出席して歓
迎セレモニーが行われ、乗客の方々はテンダーボー
トに乗り換えて港に上陸しました。
　松崎海岸では、サザエ狩りや宝探しゲームなど、
さまざまな歓迎イベントが行われました。
　また、近くを航海していた飛鳥Ⅲも駿河湾に入り、
豪華で珍しいツーショットが見られました。

　７月 24 日、松崎町立学校給食共同調理場落成式
が行われました。
　工事関係者など約 30人が出席し、設計業務を行っ
た株式会社Ｕ設計集団いなば建築設計室様、工事の
監理業務を行った西田建築設計事務所様、施工を担っ
た河津建設株式会社様に感謝状が贈られました。
　落成式終了後には、共同調理場の見学も行われま
した。
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飛鳥Ⅱ寄港

松崎野球スポーツ少年団 「第 49回オール伊豆少年野球学童部大会」 優勝

松崎町立学校給食共同調理場落成式



町の人口と世帯
（令和７年７月 31 日現在）

　　　　（　）内は前月比

総人口　　5,550 人（ー� 22 人）

　男　　　2,624 人（ー �13 人）

　女　　　2,926 人（ー� ９ 人）

世帯数　　2,813 戸（ー� ６戸）

転　入　  ４人　転　出    18 人

出　生　  ３人　死　亡    11 人

戸籍だより

　令和７年７月発生分

　　　　　（　）内は前年同月比

　人身事故　　　０件　（－１）

　物損事故　　　８件　（＋２）

　死　　者　　　０人　（±０）

　傷　　者　　　０人　（－１）

松崎町ホームページアドレス　https://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

町 の 交 通 事 故

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

※この欄に掲載を希望されない場合は、
　お申し出ください。

（７月届出分）
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〇
五
五
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儲
け
話
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
！

儲
け
話
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
！

て
い
た
が
、
突
然
連
絡
が
取
れ
な

く
な
り
、
ア
プ
リ
も
動
か
な
く
な
っ

て
お
金
が
引
き
出
せ
な
く
な
っ
た
。

○
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
広
告
で
投
資
や
副
業

　

と
い
っ
た
儲
け
話
を
見
た
ら
、

　

ま
ず
は
疑
い
ま
し
ょ
う
。

・
「
確
実
に
儲
か
る
」
「
簡
単
に
稼

　

げ
る
」
と
称
す
る
よ
う
な
広
告

　

を
信
用
し
な
い
こ
と

　

一
時
的
に
配
当
金
や
報
酬
を
支

　

払
い
信
用
さ
せ
る
こ
と
で
、
さ

　

ら
に
多
額
の
送
金
を
行
わ
せ
る

　

よ
う
な
手
口
も
あ
る
こ
と
に
留

　

意
し
ま
し
ょ
う
。

・
簡
単
に
お
金
を
振
り
込
ま
な
い

　

こ
と

　

指
定
さ
れ
た
口
座
が
、
個
人
名

　

義
の
場
合
に
は
詐
欺
の
疑
い
が

　

あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。

・
見
慣
れ
な
い
ア
プ
リ
や
ウ
ェ
ブ

　

サ
イ
ト
に
注
意
す
る
こ
と

　

事
前
に
安
全
性
を
確
認
し
、
安

　

易
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
や
ア
ク
セ

　

ス
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
ら
賀
茂
広
域
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

賀
茂
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
２
４
）
２
２
９
９

　

投
資
や
副
業
と
い
っ
た
儲
け
話

を
き
っ
か
け
に
し
た
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
が
、
賀
茂
地
域
で
も
相
次
い

で
い
ま
す
。

○
実
際
に
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
例

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
見
て
い
た

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
表
示
さ
れ
た
「
特
別
な

投
資
枠
」
の
広
告
を
き
っ
か
け
に
、

実
在
す
る
証
券
会
社
の
社
員
を
名

乗
る
人
物
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て

連
絡
が
あ
り
、
専
用
の
ア
プ
リ
を

使
用
し
、
指
定
さ
れ
た
口
座
に
お

金
を
振
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
ア
プ

リ
上
で
は
順
調
に
利
益
が
上
が
っ

玄
関
に
花
束
に
し
て
赤
の
ま
ま
　
　
　
　
　
　
　
清
水
　
髙
子

早
朝
に
老
鴬
の
声
う
れ
し
け
り
　
　
　
　
　
　
　
石
田
　
　
宏

袖
通
す
お
端は

し

ょ折
り
厚
き
初
浴
衣
　
　
　
　
　
　
　
渋
谷
み
ど
り

女
子
会
の
か
し
ま
し
き
か
な
蝉
し
ぐ
れ
　
　
　
　
鈴
木
　
　
基

赤
ま
ま
で
遊
び
し
頃
は
夢
の
夢
　
　
　
　
　
　
　
土
屋
規
矩
子

炎
天
や
虫
の
屍
を
運
ぶ
蟻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
一
詞

秋
暑
し
ダ
ム
湖
干
か
ら
ぶ
米
ど
こ
ろ
　
　
　
　
　
松
田
美
智
子

蝉
達
と
木
陰
で
語
ら
う
終
戦
日
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
一
郎

き
の
ふ
の
子
き
ょ
う
は
ひ
と
り
で
赤
の
ま
ま
　
　
夏
目
　
和
子

赤
ま
ん
ま
母
さ
ん
役
は
ま
た
あ
の
子
　
　
　
　
　
深
澤
　
順
子

地 区 氏 名 年齢 届 出 人

明 伏 山本　保重 77 山本　孝之

江奈３ 大塚　和子 78 大塚　淑郎

石 部 髙橋　幸代 84 藤 井　 剛

南 区 齋藤ちとせ 101 齋藤　仁司

宮 内 深 澤　 稔 68 深澤はるみ

江奈４ 山本　房男 78 山本　昌代

西 区 植松　英昭 78 植松　秀人

おお 悔 み 申 し 上 げ ま す（ 死悔 み 申 し 上 げ ま す（ 死 亡 ）亡 ）

夫 妻

地 区 氏 名 地 区 氏 名

雲 見 鈴木　拓海 江奈１ 藤池　真央

おお め で と う ご ざ い ま す（ 婚 姻め で と う ご ざ い ま す（ 婚 姻 ））

おめでとうございますおめでとうございます（出生（出生））
地 区 名 前 性別 保 護 者

雲 見 智
ち ひ ろ

大 男 鶴田　侑加

松

崎

文

芸

松

崎

文

芸

-

俳
句-


